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第３回さぬき市合併１０周年記念事業実行委員会 会議要旨 

 

 

１ 日  時  平成２３年１０月５日（水）１３時３０分～１６時００分 

 

２ 場  所  さぬき市役所３階３０１会議室 

 

３ 出 席 者  【委 員】十川委員 尾崎委員 平野委員 江﨑委員 岩﨑委員 細川委員 

岡田委員 石原委員 犬伏委員 岡 委員 寒川委員 工藤委員 

定國委員 

 

 【事務局】総務部政策課 向井課長、山田係長、玉木主査、田村主任主事 

 

【傍 聴】０名 

 

４ 会議次第  １ 開会 

        ２ 委員長あいさつ 

        ３ 協議 

（１）事業提案の選考に関する会議の進め方について 
（２）事業提案について概要説明 
   ①冠事業 
   ②提案事業 
   ③市主催事業 
（３）プレゼンテーションについて 
（４）選考方法について 

          ４ その他 

次回日程 

        ５ 閉会 

     

５ 配布資料  さぬき市合併１０周年記念事業「提案事業」の選考に関する会議の進め方について 

さぬき市合併１０周年記念事業実施時期一覧及び事業申請状況一覧 

資料 冠事業、提案事業、市主催事業申請書写し 

参考 さぬき市合併 10 周年記念事業実施方針 

 

６ 会議内容 

 

発言者 意見概要 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

（13:30）定刻がきたので開会する。 

まずは委員長に挨拶をお願いしたい。 

 

先日の台風１５号では、さぬき市においても冠水等が起こったが、甚大な被害に

は至らずほっとしている。異常気象になっていると感じる。我々も気をつけねばな

らない。さて、本日は冠事業、提案事業及び市主催事業につき事務局の説明の後、

皆さんに検討いただきたい。御協力をお願いする。 

 

以後の進行については委員長にお願いしたい。 
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委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

では、まず会議の進め方について、事務局に説明をお願いする 

 

●配布資料を使って説明 

 

引き続き、提出されている冠事業の概要等について説明をする。 

 ●配布資料を使って説明（冠事業） 

 

 冠事業の説明を聞いて何か質問等はあるか。 

 

 事業全般に言えることだが、旧町単位で開かれていた祭を統廃合して経費を削減

するという話が以前市であったと思うが、10 周年についてはどう考えるのか。 

 

 冠事業というのは、事務局から毎年さぬき市でイベントをしている団体に周知を

かけ、これらの団体から申請があったということか。 

 

そうだ。各団体に対しては、特定の地域を盛り上げる事業というのではなく、市

全域を対象とした事業にしなければ 10 周年記念事業の趣旨から外れる旨を伝えて

いる。 

 

 団体により、通常経費を自ら捻出しているところと補助をもらっているところが

ある。 

 

長年各地域がやってきたイベントを削るというのは難しい。 

 

難しいが、市でイベントを統廃合するという方向性が出ていると思うのでその関

係性について説明いただきたい。 

 

イベントの統廃合については、予算編成、行政改革の観点から今までにも議論さ

れている。そのことは主にイベントをしている観光協会にも伝わっているはずだ

が、各地域の主催者の思いも強く、スムーズには進んでいない。今回は、10 周年記

念事業を契機に、新しく定着するイベントができればとの思いで募集をしている面

もある。冠事業に関しても、主体が特定の地域の団体であったりするが、事業は市

全域、市外から多くの方に参加いただき市の魅力を発信するものについては採択し

てよいと思う。委員には 10 周年記念事業の趣旨に合致するかどうかを中心に審査

いただきたい。 

 

イベントの統廃合については、財政の厳しい折、いつか行わねばならないと思う

が、今回の合併 10 周年記念事業では考えないということか。 

 

イベントの集約をし、市全体で流れを作っていくことは今後も進めていきたい

が、同時に主体となる市民の気持ちも大切にしていきたいので、統廃合には時間を

かける必要がある。 

 

どこかで流れを変える必要がある。 

 

 今回は事業実施方針の「趣旨及び目的」に合うか否かという視点で審査をすれば

良いと考えている。 
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事務局 

 

委員 

 

 

委員、事務局 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員、事務局 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 お見込みのとおり。 

 

 統廃合の議論と今回の冠事業の議論を重ねるとまとまらないので、この場では冠

事業が記念事業として適正かどうかに論点を絞って話し合っては。 

  

 ‐ 個別事業内容について委員から質問、意見及び事務局回答 ‐ 

 

 補足説明をする。配布資料 1ページ目の表に予算要求額が 3,100 万円とあるが、

予算要求額については提案を受け付ける際のおおよその想定に基づいている。例え

ば、冠事業ならば上限 30 万円×20 件で 600 万円、提案事業ならば 100 万円×10 件

で 1,000 万円、市主催は本事業の柱であるので 300 万×5件で 1,500 万円と、庁内

の共通認識を持った額を記入している。予算は 3,100 万円ときっちり決まっている

わけではないので、委員の皆さんには記念事業にふさわしいか否かの視点で見てい

ただきたい。そういった意味では、各団体からの助成要望の総合計は 6,456 万円で

あり予算要求額を大幅に超えているという認識である。皆さんに審査いただいた結

果、助成額が 3,100 万円を超える場合にどうするかについては、できれば次回会議

までにお示しできるよう庁内の意見を聞いておきたいと考えている。 

 

 公序良俗の点から見れば冠事業は全てふさわしいとなる。 

 統合できるものを統合すれば、通常事業費の総額も上がるので受けられる助成額

の上限も上がる。冠事業のみで考えると、予算要求額まで余裕があるので残額を他

に回すことも考えられるのではないか。 

 

 今後は祭を集約していく方向だと思っていていいのか。 

 

 そのような方向性は出ているが、議論は続いている状況だ。 

 

 冠事業として採択されなかった場合でも各団体は事業を実施するのか。 

 

 採択されなかった場合は通常事業として行うと思われる。 

 

 ‐ 個別事業内容について委員から質問、意見及び事務局回答 ‐ 

 

 冠事業の質疑は以上とする。提案事業と市主催事業についての説明を一括してお

願いしたい。 

 

●配布資料を使って説明（提案事業） 

 

●配布資料を使って説明（市主催事業、広報啓発事業） 

 

 ここで、10 分休憩とする。 

 

－10 分間休憩－ 

 

会議を再開する。提案事業及び市主催事業について質問等ないか。 

 

 さぬき市のマスコットキャラクターの着ぐるみは事業全体に登場するのか。 
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事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 現在は着ぐるみの製作を考えているが、その登場時期は未定である。着ぐるみが

登場した暁にはイベント等で活用してほしい。 

 

 前回マスコットキャラクターの審査をしたが、最終決定はしたのか。 

 

 マスコットキャラクター、キャッチフレーズともに先日開かれたさぬき市合併 10

周年記念事業推進本部会議で最終決定した。本会議の最後に委員の皆さんにお披露

目したいと考えている。 

 

 では、次にプレゼンテーションの協議に移る。 

 

 先ほど説明した事業の中から、本人からより詳しい説明をしてもらいたいものが

あれば次回プレゼンテーションを行いたいと考えている。必要性が無い場合は、プ

レゼンテーションを省く。時間の関係もあり、プレゼンテーションをする場合には

その団体を 6つ程度に絞ってほしい。 

 

 プレゼンテーションの必要性についてどう考えるか。 

 

 プレゼンテーションの前に、先ほど出た事業どうしの統合、同時開催についての

提案をこちらから申請者に持ちかけてはいかがか。 

 

 事業件数が大変多く、よく精査できていないのだが、内容的によく似通ったもの

はないのか。そういうものを合同で開催する等してはいかがか。 

 

 各団体からの申請書に参加者見込み数が記入されているが、実際にここまでの人

数が集まるか疑問である。イベントの参加者は固定される傾向があるので、新規の

参加者を開拓する意味でも事務局には広報に力を入れていただきたい。 

  

同じような内容の事業申請が複数あるので、市として行う場合にこの辺りの重複

をもっとすっきりさせた方が 1つのイベントの集客率も上がるのでは。 

 

 体育関係、文化、観光等といった切り口で各事業こうするという風にした方が、

イベントも集約できる。現在の件数から選ぶのは難しい。 

 

 プレゼンテーションする前に同じようなイベントを企画している団体が寄りあ

って話し合えば良いのでは。 

 

 もし申請団体全ての事業を行うとすれば、毎週何かイベントをしている計算にな

る。イベント件数を最低でも今の半数にする必要がある。 

 

 冠事業及び提案事業は市民主体で行っていただくのだが、市主催事業については

全て行うのは難しい。重複しているものの集約が必要であるし、特に市主催事業に

ついては選択が必要と考えている。全体の件数をいくつにするかは考えていない。

 

 プレゼンテーションはしなくても良いと考える。委員各自が資料を持ち帰り、絞

って次回持ち寄るというのでいかがか。 

 

 10 周年記念事業にふさわしくないものを除外し、件数を絞った上で、統合集約の
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

話をしてはいかがか。集約すれば全体予算の削減にもなる。まず、はじめに、除外

するものをピックアップし、次のステップで統合、集約についての話し合いをする

のでいかがか。 

 

 市主催事業については、先日のさぬき市合併 10 周年記念事業推進本部会議でも

集約統合についての話がでている。事務局としても次回までにその部分について考

えてくる。皆さんにも考えていただきたい。また、市主催事業のうち、職員提案事

業には資料に印をつけている。特に市長からは市民提案を重視すべきとの話があっ

た。また、内容について地域の人たちが集えるものかどうか、単発で終わってしま

うものかどうか、10 周年との関連性があるかという観点からの意見をいただきたい

とのことであった。先ほど委員からご提案のあったとおり、今回は資料を持って帰

っていただき、検討いただければと思う。 

 

単独でやれば 10 周年に関係ないと思われるものでも、組み合わせ方で非常に盛

り上がるものもある。 

 

市としてどうしてもしたい事業はあるのか。 

 

市として行いたいと考えている事業、関係機関に相談している事業はある。 

 

では、持ち帰ってそれぞれが案を出すということでよいか。 

 

市主催については特に、絞れば良いと考える。 

 

 それでは、今までの話を整理する。次回の会議についてだが、まず、委員の皆さ

んに 10 周年記念に「ふさわしくない」と思う事業を選んでいただき、また統合す

ればもっとよくなると思う事業についての案を考えていただきたい。 

 

 委員の意見については、回答様式を事務局から送付してもらい、期日までにこち

らから返送するようにして、事務局で各委員からの回答結果を集約し次回の資料と

してほしい。資料を次回会議の 2、3 日前に再度各委員宛送ってもらえれば、それ

を読み込んで次回の会議に出席できる。 

 

了解した。では、10 周年記念にふさわしくない事業にチェックをつけてもらうも

の、統合すればよくなる事業についてコメントを書いてもらうものの 2つの様式を

送付する。回答〆切は 1週間後でよいか。結果を集約し、再度委員に送付するので、

それを基に 2回目の会議を迎えたい。 

 

異議なし。 

 

 市が進めたいと思っている事業もわかるようにした形で回答様式を用意いただ

きたい。 

 

 了解した。 

  

しかし、たくさんの応募があってよかった。 

 

引き続き次回会議日程についてお諮りしたい。 
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事務局 

 

 

 

 

 

●次回会議日程決定 

 次回会議では、委員の皆さんからいただいた結果を集約した資料を基に協議を進

めていく。 

 

 次に、先日のさぬき市合併 10 周年記念事業推進本部会議で最優秀作品に選ばれ

たマスコットキャラクター、キャッチフレーズを委員の皆さんに発表する。 

●作品発表 

 市民への発表は、準備が整ってからになる。また、応募のあったマスコットキャ

ラクター作品については、今後展示会も考えている。 

 

以上で第３回さぬき市合併１０周年記念事業実行委員会を閉会する。（16:00） 

 


